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『
二
十
四
詩
品
』

の
著
者
と
成
書
年
代
に
関
す
る
考
察

ノ

ー

朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
と
『
木
天
禁
語
』

に
基
づ
い
て
-
ト
ー

大

山

晩
唐
の
司
空
図

(
八
三
七
～
九
〇
八
)
J
は
中
国
文
学
理
論
史
上
､
そ
の
｢
韻
味
｣
説
に
よ
っ
て
著
名
で
あ
る
｡
｢
韻
昧
｣
説
は
彼
の

『
輿
李
生
論
詰
書
』
を
主
と
す
る
い
く
つ
の
書
簡
､
雑
文
等
に
お
い
て
｢
鹸
酸
の
外
｣
｢
韻
外
の
致
｣
｢
昧
外
の
旨
｣
と
い
う
表
現
に
よ
っ

て
表
わ
さ
れ
て
い
る
が
､
こ
の
説
を
更
に
発
展
さ
せ
た
の
が

『
二
十
四
詩
品
』

(
以
下
『
詩
品
』
と
略
す
)

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
｡

明
末
清
初
以
来
､
末
代
の
厳
羽
及
び
彼
の
著
書
『
槍
浪
詩
話
』
が
こ
の
思
想
を
受
け
継
い
だ
と
す
る
説
が
定
着
し
､
そ
の
後
清
の
王
士
禎

が
司
空
図
の

『
詩
品
』
と
厳
羽
の

『
槍
浪
詩
話
』

に
基
づ
い
て
神
韻
説
を
主
張
し
､
以
後
の
文
学
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
｡

し
か
し
一
九
九
四
年
､
『
詩
品
』

の
著
者
は
司
空
図
で
は
な
く
､
明
の
懐
悦
で
あ
る
と
い
う
新
説
が
提
出
さ
れ
大
き
な
波
紋
を
よ
ん
だ
｡

引
き
続
い
て
､
一
九
九
五
年
､
著
者
は
懐
悦
で
は
な
く
元
の
虞
集
で
あ
る
と
い
う
説
が
提
起
さ
れ
､
■
皇
の
論
争
は
現
在
に
至
牒
ま
で
結
論

を
見
て
い
な
い
｡
本
論
文
は
こ
の

『
二
十
四
詩
品
』

の
著
者
と
成
書
年
代
問
題
に
閲
し
､
日
本
に
保
存
さ
れ
た
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
と

『
木
天
禁
語
』

に
基
づ
い
て
考
察
し
､
新
し
い
説
明
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
｡

一
こ
れ
ま
で
の
研
究
経
過
と
主
な
主
張

一
⊥
､
経
過
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先
ず
こ
れ
ま
で
の
研
究
経
過
の
概
略
を
述
べ
よ
う
｡

一
九
九
四
年
十
一
月
､
漸
江
省
新
昌
で
開
か
れ
た
唐
代
文
学
学
会
第
七
次
年
会
と
国
際
討
論
会
に
お
い
て
､
復
旦
大
学
の
陳
尚
君
､
庄

涌
豪
は
｢
司
空
図
『
二
十
四
詩
品
』
耕
偽
｣
を
口
頭
発
表
､
『
詩
品
』

の
著
者
は
明
の
懐
悦
で
あ
る
と
主
張
す
る
｡
論
文
は
後
に
『
中
国

古
籍
研
究
』
一
九
九
六
年
第
一
期
に
掲
載
さ
れ
た

(
以
下
｢
陳
･
庄
論
文
｣
と
略
す
)
｡

一
九
九
五
年
三
月
一
六
日
､
文
匪
報
は
｢
『
二
十
四
詩
品
』
作
者
是
明
代
的
懐
悦
｣
と
い
う
記
事
を
載
せ
､
五
月
四
日
の
人
民
日
報
海

外
版
は
こ
れ
を
全
文
転
載
､
こ
の
問
題
が
広
く
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
る
｡

一
九
九
五
年
九
月
､
北
京
大
学
の
張
健
は
｢
『
詩
家
一
指
』
的
産
生
時
代
与
作
者
問
題

-

兼
論
『
二
十
四
詩
品
』
作
者
問
題
｣
と
い

う
論
文
を
発
表
｡
(
『
北
京
大
学
学
報
』
社
会
科
学
版
､
第
五
期
｡
以
下
｢
張
論
文
｣
と
略
す
)
｡
そ
の
中
で
『
詩
品
』
の
著
者
は
虞
集
で

あ
る
と
主
張
す
る
｡

一
九
九
五
年
九
月
､
南
昌
江
西
師
範
大
学
に
お
い
て
中
国
古
代
文
学
理
論
国
際
学
術
研
討
会
と
第
九
次
年
会
開
催
｡
『
詩
品
』

の
著
者

問
題
､
成
書
年
代
､
〉
『
詩
品
』
と
『
詩
家
一
指
』
と
の
関
係
の
他
､
様
々
な
角
度
か
ら
活
発
な
議
論
が
行
な
わ
れ
る
｡

一
九
九
六
年
三
月
､
庄
就
｢
『
司
空
図
二
十
四
詩
品
』
真
偽
所
総
述
｣
が
発
表
さ
れ
(
『
復
旦
大
学
学
報
』
社
会
科
学
版
､
第
二
期
｡
以

下
｢
真
偽
論
絵
述
｣
と
略
す
)
､
『
詩
品
』

の
真
偽
に
関
す
る
今
回
の
論
争
が
総
合
的
に
紹
介
さ
れ
た
｡
こ
れ
と
併
せ
て
､
庄
涌
豪
単
独
に

よ
る
新
た
な
論
文
｢
論
『
二
十
四
詩
品
』
与
司
空
図
詩
論
異
趣
｣
も
同
時
に
発
表
さ
れ
た

(
以
下
｢
江
第
二
論
文
｣
と
略
す
)
｡
こ
の
論

文
は
司
空
図
の
世
界
観
､
詩
学
理
論
の
特
色
､
表
現
方
法
等
に
つ
い
て
『
詩
品
』
と
異
な
る
点
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
｡

｢
真
偽
諭
絵
述
｣
に
よ
れ
ば
､
一
九
九
五
年
九
月
南
昌
で
開
か
れ
た
中
国
古
代
文
学
理
論
国
際
学
術
研
討
会
で
は
､
『
詩
品
』
の
著
者
問

題
､
成
書
年
代
問
題
以
外
に
も
､
司
空
図
の
詩
文
に
関
す
る
蘇
拭
の
発
言
に
つ
い
て
､
『
詩
品
』
と
司
空
図
の
美
学
思
想
の
比
較
､
中
国

文
学
理
論
史
に
お
け
る
司
空
図
の
位
置
付
け
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
発
表
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
｡

そ
の
後
一
.
九
九
六
年
か
ら
一
九
九
七
年
に
か
け
て
､
祖
保
泉
､
陶
礼
天
｢
『
詩
家
一
指
』
与
=
き
一
十
四
詩
品
』
作
者
問
題
｣
(
『
安
徽
師
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大
学
報
』

完
九
六
年
二
月
第
一
期
)
､
祖
保
泉
｢
『
二
十
四
詩
品
』
是
明
人
懐
悦
所
作
喝
?
｣
(
同
上
一
九
九
七
年
二
月
第
一
期
)
､
祖
保

泉
｢
再
論
『
二
十
四
詩
品
』
作
者
問
題
｣
(
『
江
推
論
壇
』
一
九
九
七
年
第
一
期
)
(
以
下
三
つ
の
論
文
を
そ
れ
ぞ
れ
｢
祖
論
文
一
､
二
､

三
｣
と
略
す
)
､
張
柏
青
｢
従
『
二
十
四
詩
品
』
用
韻
看
宅
的
作
者
｣
(
『
安
徽
師
大
学
報
』
一
九
九
六
年
十
一
月
第
四
期
)
竺
連
の
論

文
が
発
表
さ
れ
､
共
に
懐
悦
､
虞
集
著
者
説
を
否
定
し
､
司
空
図
著
者
説
を
主
張
す
る
｡

以
上
の
研
究
経
過
の
よ
う
に
司
空
図
と
『
二
十
四
詩
品
』
に
関
す
る
研
究
課
題
は
次
第
に
大
き
く
広
が
っ
て
き
た
が
､
本
論
は
朝
鮮
本

『
詩
家
一
指
』
と
『
木
天
禁
語
』
及
び
そ
の
周
辺
の
文
献
に
基
づ
き
､
主
と
し
て
著
者
問
題
と
成
書
年
代
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
｡

先
ず
異
な
る
三
つ
の
説
を
提
起
し
た
陳
江
論
文
､
張
論
文
､
祖
論
文
の
関
連
部
分
を
詳
し
く
紹
介
す
る
｡

丁
二
､
陳
尚
君
､
注
涌
豪
の
考
察
及
び
懐
悦
説

陳
･
庄
論
文
に
ょ
れ
ば
､
彼
等
が
『
詩
品
』
､
の
著
者
問
題
に
疑
問
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
十
数
年
前
､
『
詩
品
』
に
つ
い
て
は
集
大
成
の

書
と
い
わ
れ
る
郭
紹
虞
編
『
詩
品
集
解
』
を
読
ん
だ
こ
と
だ
っ
た
｡
こ
の
本
に
附
さ
れ
た
｢
序
放
題
記
｣
の
中
で
､
最
も
古
い
も
の
は
明

未
鄭
鄭
と
毛
晋
の
も
の
で
あ
り
､
宋
元
の
書
目
に
は
『
詩
品
』
の
名
が
一
切
な
い
こ
と
を
発
見
し
た
｡
調
査
し
た
結
果
､
司
空
図
が
亡
く

な
っ
て
か
ら
明
の
寓
暦
末
ま
で
七
百
年
余
り
､
こ
の
本
が
世
に
知
ら
れ
た
痕
跡
も
､
典
籍
に
引
用
さ
れ
た
跡
も
､
そ
し
て
版
本
の
来
源
に

関
す
る
言
及
も
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
｡

彼
ら
が
明
末
許
学
夷
の
『
詩
源
弁
体
』
を
読
ん
だ
際
､
『
詩
家
一
指
』
と
い
う
作
品
に
関
す
る
論
述
の
中
に
『
二
十
四
品
』
と
小
う
表

題
や
､
『
詩
品
』
の
品
目
で
あ
る
｢
典
雅
｣
｢
椅
麗
｣
｢
洗
錬
｣
｢
清
奇
｣
な
ど
の
語
が
あ
る
の
を
偶
然
発
見
し
た
｡
更
に
調
査
を
進
め
､
万

暦
五
年
(
一
五
七
七
)
朱
紋
『
名
家
詩
法
菓
編
』
巻
二
に
あ
る
『
詩
家
一
指
』
を
発
見
､
そ
の
中
の
『
二
十
四
品
』
が
『
二
十
四
詩
品
』

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
｡

3

朱
紋
本
で
は
『
詩
家
一
指
』
の
著
者
は
苑
徳
機
と
あ
る
が
､
嘉
靖
二
十
四
年
(
一
五
個
室
藁
省
曾
編
『
名
家
詩
法
』
巻
五
の
『
詩
家

一
指
』
に
は
著
者
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
｡
こ
の
問
題
に
つ
い
て
両
氏
は
､
嘉
靖
一
九
年
(
一
五
四
〇
)
高
儒
『
百
川
書
志
』
に
記
さ
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れ
た
｢
『
詩
家
一
指
』
一
巻
､
皇
明
嘉
禾
懐
悦
用
和
編
集
｣
､
清
初
茸
虞
硬
『
千
頃
堂
書
目
』
及
び

『
明
史
』
｢
重
文
志
｣
に
記
さ
れ
た

｢
懐
悦
『
詩
家
一
指
』
一
巻
｣
等
に
基
づ
き
､
『
詩
家
一
指
』
は
｢
外
篇
｣

の
一
部
分
が
以
前
の
人
の
論
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

除
き
､
懐
悦

〓
四
〇
三
仁
一
四
六
四
､
両
氏
の
推
定
)

が
書
い
た
作
で
あ
る
と
断
定
し
､
よ
っ
て

『
詩
品
』

の
作
者
は
懐
悦
で
あ
る
と

結
論
を
下
し
た
｡

陳
･
庄
論
文
に
よ
れ
ば
､
『
二
十
四
品
』
と
司
空
図
と
を
結
び
付
け
た
最
初
の
書
は
明
末
清
初
の
鄭
鄭
『
塞
陽
草
堂
文
集
』
｢
題
詩
品
｣
､

費
経
虞
『
雅
倫
』

で
あ
り
､
司
空
図
著
『
二
十
四
詩
品
』

と
な
っ
た
最
初
の
刊
本
は
明
刊
本
で
あ
る
呉
永
『
績
百
川
学
海
』
､
毛
晋
『
津

逮
秘
書
』
､
宛
委
山
堂
刊
一
百
二
十
巻
『
説
邪
』

で
あ
る
と
い
う
｡
明
未
の
人
は
『
二
十
四
品
』

に
司
空
図
思
想
と
の
接
近
点
を
見
い
出

し
､
蘇
拭
が
司
空
図
に
つ
い
て
述
べ
た
言
葉

(
注
一
参
照
)

を
論
拠
と
し
て
､
『
二
十
四
品
』
を
司
空
図
の
著
作
と
し
た
が
､
両
者
の
思

想
の
間
に
は
明
ら
か
な
違
い
が
あ
る
と
い
う
の
が
両
氏
の
主
張
で
あ
る
｡

一
-
三
､
張
健
の
虞
集
説

張
論
文
は
『
詩
家
一
指
』

の
成
書
年
代
と
著
者
の
二
点
に
集
中
し
て
考
察
す
る
｡
張
氏
は
陳
氏
､
庄
氏
が
提
起
し
た
疑
問
に
理
解
を
し

た
が
､
懐
悦
説
に
は
同
意
し
な
か
っ
た
｡
彼
は
懐
悦
よ
り
半
世
紀
も
早
い
超
謙

(
三
一
五
二
～
一
三
九
六
) の

『
学
苑
』
を
挙
げ
､
そ
の

中
に
既
に
『
詩
家
一
指
』

か
ら
の
引
用
が
あ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
､
『
詩
家
一
指
』

の
成
書
年
代
は
『
学
苑
』

が
刊
行
さ
れ
た
洪
武
二
十

二
年
(
士
二
八
九
)
以
前
で
あ
り
､
従
っ
て
懐
悦
が
著
者
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
指
摘
し
た
｡

更
に
張
氏
は
懐
悦
と
同
時
代
の
人
､
楊
成
編
『
詩
法
』

(
一
四
八
〇
)
巻
二

『
詩
家
一
指
』

(
以
下
楊
成
本
と
略
す
)

及
び
そ
の
系
列
の

も
の
(
皆
『
詩
家
一
指
』
を
含
む
)
を
調
べ
､
そ
れ
ら
の
中
に
は
懐
悦
と
隊
わ
り
の
あ
る
も
の
が
一
つ
も
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
､
こ

れ
等
を
懐
悦
説
を
否
定
す
る
根
拠
と
し
た
｡

ま
た
陳
･
庄
論
文
が
懐
悦
説
の
根
拠
と
し
た
｢
『
詩
家
一
指
』
一
巻
､
皇
明
嘉
禾
懐
悦
用
和
編
集
｣

(
高
儒
『
百
川
書
志
』
)
､
｢
懐
悦
『
詩

家
一
指
』
一
巻
｣

(
黄
虞
稜
『
千
頃
堂
書
目
』
､
『
明
史
』
｢
芸
文
志
｣
)

な
ど
の
記
述
と
､
清
阪
元
文
選
楼
刻
『
天
一
閣
書
目
』

か
ら
発
見
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し
た
懐
悦
『
詩
家
一
指
』
後
序
の
抄
鐘
(
注
五
参
照
)

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
懐
悦
は
著
者
で
は
な
い
ば
か
り
か
､
編
集
者
で
も

な
く
､
資
金
を
提
供
し
た
｢
出
資
者
｣
に
過
ぎ
な
い
と
張
氏
は
推
測
し
た
｡

ま
た
朱
級
『
名
家
詩
法
葉
編
』
で
は
苑
循
機
が
著
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
張
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
｡
朱
紋
本
の
底
本

で
あ
る
楊
成
本
で
は
『
水
天
禁
語
』
′
が
｢
内
編
｣
､
『
詩
家
一
指
』
が
｢
外
編
｣
と
な
っ
て
い
て
､
前
者
の
著
者
が
苑
徳
機
で
あ
る
｡
朱

紋
は
こ
の
影
響
を
受
け
､
｢
内
編
｣
と
｢
外
編
｣
を
共
に
菰
徳
機
の
作
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
､
し
か
し
他
の
版
本
が
な
い
限
り
､
こ

の
説
の
根
拠
は
十
分
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
｡

一
方
､
張
氏
は
新
た
な
資
料

-
史
潜
校
刊
の
『
新
編
名
賢
詩
法
』
を
発
見
し
た
｡
そ
れ
に
つ
い
て
彼
の
論
旨
を
述
べ
る
と
以
下
の

通
り
で
あ
る
｡
こ
の
書
は
楊
成
『
詩
法
』
に
比
べ
て
年
代
が
古
く
(
張
氏
の
推
算
は
天
順
年
間
[
一
四
五
七
～
一
四
六
四
]
或
は
成
化

〓
四
六
五
～
一
四
八
七
]
初
期
)
構
成
も
異
な
る
｡
下
巻
に
は
『
虞
侍
書
詩
法
』
と
い
う
表
題
の
文
章
(
以
下
｢
虞
集
本
｣
と
略
す
)

が
あ
る
｡
｢
虞
侍
書
｣
と
は
虞
集
(
一
二
七
二
～
二
二
四
八
)

の
こ
と
で
､
彼
は
文
学
に
優
れ
､
元
代
四
大
家
の
一
人
と
呼
ば
れ
た
｡
虞

集本の構成は署矧組り及び｢詩過｣からなる｡下線部分の内容は
楊
成
『
詩
家
一
指
』
と
重
な
る
が

(
題
目
に
は
異
同
あ
り
)
､
虞
集
本
と
楊
成
本
に
は
い
く
つ
か
の
異
な
る
点
が
あ
る
｡
例
え
ば
『
二
十

四
品
』
の
題
注
と
品
目
注
は
著
者
以
後
の
人
が
付
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
膚
が
､
虞
集
本
に
こ
れ
が
な
い
｡
特
に
虞
集
本
｢
三
造
｣
の
内

容
は
楊
成
本
の
｢
三
造
｣
と
違
っ
て
､
詩
を
論
じ
た
前
人
の
語
録
で
は
な
く
､
楊
成
本
の
序
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
｡
よ
っ
て
､
虞
集

本
は
楊
成
本
の
よ
う
に
改
意
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
､
体
裁
が
一
慣
し
､
構
成
が
整
っ
て
い
て
､
一
人
に
よ
る
著
作
で
あ
る
と
張
氏
は
推

論
し
て
い
る
｡

最
後
に
張
氏
は
｢
集
之
一
指
｣
と
い
う
一
句
に
よ
っ
て
虞
集
説
を
裏
付
け
る
｡
｢
集
之
一
指
｣
と
は
虞
集
本
の
｢
道
統
｣
(
楊
成
本
の

｢
普
説
外
篇
｣
に
相
当
す
る
)

に
あ
る
表
現
で
あ
る
｡
張
氏
の
解
釈
は
､
｢
集
｣
は
虞
集
の
自
称
で
あ
り
｢
一
指
｣
は
『
詩
家
一
指
』
で
あ

る
と
い
う
も
の
で
､
『
詩
家
一
指
』

つ
ま
り
『
虞
侍
書
詩
法
』
の
著
者
が
虞
集
で
あ
る
と
主
張
す
る
｡
『
虞
侍
書
詩
法
』
は
一
人
に
よ
っ
て
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書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
の
で
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
『
二
十
四
品
』
､
つ
ま
り
『
二
十
四
詩
品
』
の
著
者
も
虞
集
で
あ
る
可
能
性
が
大

き
い
と
い
う
結
論
を
下
し
た
の
で
あ
る
｡

丁四

祖
保
泉
､
陶
礼
天
の
司
空
図
説

祖
氏
､
陶
氏
は
史
潜
本
の
『
虞
侍
書
詩
法
』
に
対
し
て
､
書
名
に
虞
集
の
官
職
名
｢
侍
書
｣
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
は
虞

集
が
死
ん
だ
後
加
､
去
れ
た
も
の
で
､
『
虞
侍
書
詩
法
』
は
｢
偽
托
｣
の
作
(
自
分
の
文
章
を
古
人
の
著
作
に
見
せ
か
け
る
も
の
)
で
あ

る
と
虞
集
説
を
否
定
す
る
｡
懐
悦
説
に
､
つ
い
て
は
『
明
史
稿
』
｢
重
文
志
｣
『
明
史
』
｢
曇
文
志
｣
の
巻
四
文
史
類
に
｢
懐
悦
『
詩
家
一
指
』

一
巻
｣
と
い
う
記
述
が
あ
り
､
祖
･
陶
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
こ
と
は
事
実
懐
悦
編
集
『
詩
家
表
』
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
｡
一
方
､
超
謙

『
学
整
に
は
『
詩
家
一
指
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
元
代
､
明
代
に
は
二
種
類
の
『
詩
家
一
指
』
が
流
伝
し
､
一
つ
は
｢
無

名
氏
の
元
人
本
｣
で
､
一
つ
は
懐
悦
が
刊
行
し
た
も
の
と
推
測
し
て
､
懐
悦
著
者
説
を
否
定
す
る
｡
ま
た
黄
省
曾
編
『
名
家
詩
法
』
巻
五

に
あ
る
『
詩
家
表
』
を
『
虞
侍
書
詩
法
』
と
校
刊
し
た
結
果
､
『
名
家
詩
法
』
の
『
詩
家
表
』
は
虞
集
本
か
ら
三
五
〇
〇
字
､
他
の

十
何
種
類
の
詩
話
か
ら
二
五
〇
〇
字
を
抄
壕
し
た
､
誤
植
の
多
い
｢
雑
砂
｣
首
あ
る
の
で
以
後
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
が
､
『
二
十
四
品
』

の
部
分
に
限
っ
て
善
い
底
本
を
選
ん
だ
た
め
､
毛
晋
『
津
逮
秘
書
』
に
あ
る
司
堅
図
『
二
十
四
詩
品
』
の
前
身
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い

最
後
に
両
氏
は
蘇
拭
が
司
空
図
作
と
述
べ
て
い
る
｢
二
十
四
韻
｣
が
即
ち
『
二
十
四
詩
品
』
で
あ
る
と
し
て
司
空
図
著
者
説
を
主
張
す

る
｡
｢
二
十
四
韻
｣
の
韻
は
｢
韻
部
｣
｢
韻
脚
｣
を
意
味
し
､
｢
二
十
四
韻
｣
は
韻
を
踏
ん
だ
二
十
四
首
の
そ
ろ
っ
て
い
る
詩
作
で
あ
る
は

ず
で
あ
る
｡
ま
た
｢
二
十
四
韻
｣
を
修
飾
す
る
｢
詩
之
有
得
於
文
字
之
表
者
｣
と
い
う
語
か
ら
す
れ
ば
､
｢
二
十
四
韻
｣
は
｢
昧
外
の
旨
｣

を
体
得
し
た
組
詩
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
て
､
そ
れ
は
ほ
か
な
ら
ず
『
二
十
四
詩
品
』
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
｡

以
上
は
著
者
懐
悦
説
､
虞
集
説
､
司
空
図
説
の
概
要
で
あ
る
｡
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〓

朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
と
『
木
天
禁
語
』

筆
者
は
こ
の
度
幸
運
に
も
国
立
国
会
図
書
館
で
新
た
な
資
料

-

朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
と
､
同
じ
く
『
二
十
四
品
』
を
含
む
朝
鮮

本
『
木
天
禁
語
』
を
発
見
し
た
｡
こ
の
二
書
を
検
討
し
た
結
果
､
『
詩
家
一
指
』
と
懐
悦
と
の
関
係
､
『
詩
品
』
の
著
者
と
成
書
年
代
な
ど

に
つ
い
て
陳
･
江
論
文
､
張
論
文
､
祖
論
文
と
は
異
な
る
結
論
に
達
し
た
｡
こ
こ
で
先
ず
二
書
の
構
成
を
略
述
す
る
｡

二
⊥
､
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
嘉
(
国
立
国
会
図
書
館
､
鶉
詩
文
一
三
九
九
)

本
書
は
一
冊
一
巻
､
木
版
､
四
周
双
辺
､
大
黒
口
､
二
十
九
糎
､
線
､
本
文
は
八
行
行
十
四
字
､
中
経
に
｢
詩
家
一
指
｣
と
菓
数
(
六

十
二
葉
)
が
善
か
れ
て
い
て
､
句
読
点
が
付
い
て
い
る
｡
始
め
に
成
化
二
年
(
一
四
六
六
)
貌
駿
の
｢
詩
家
一
指
序
｣
と
嘉
靖
辛
亥
年

(
一
五
五
一
)
早
春
年
の
序
が
あ
り
､
簸
り
に
同
じ
成
化
二
年
懐
悦
の
｢
書
詩
家
一
指
後
｣
が
あ
る
｡
貌
駿
と
懐
悦
の
序
は
六
行
行
十
二

字
､
中
経
に
そ
れ
ぞ
れ
｢
詩
家
一
指
前
序
｣
｢
詩
家
一
指
後
序
｣
及
び
菓
数
(
(
三
乗
と
二
葉
)
が
書
か
れ
て
い
て
､
早
春
年
の
序
は
八
行

行
十
五
字
､
中
経
に
菓
数
(
五
葉
)

の
み
で
あ
る
｡
｢
養
安
院
蔵
書
｣
と
｢
鶉
軒
文
庫
｣
の
印
が
あ
る
｡

本
文
の
初
め
に
は
｢
詩
家
一
指
嘉
禾
懐
悦
用
和
編
集
｣
と
あ
る
｡
こ
の
書
き
出
し
は
張
論
文
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
嘉
靖
十
九
年
(
一

五
四
〇
)
高
儒
『
百
川
書
志
』
巻
十
八
に
あ
る
｢
詩
家
一
指
､
一
巻
､
皇
明
嘉
禾
懐
悦
用
和
編
集
｣
と
い
う
記
述
と
一
敦
す
る
｡
懐
悦
後

序
と
校
刊
し
た
結
果
､
院
元
『
天
一
閣
書
目
』
に
収
録
さ
れ
た
懐
悦
後
序
は
抄
鐘
し
た
も
の
と
分
か
っ
た
｡
早
春
年
の
序
に
よ
る
と
こ
の

刊
本
は
明
嘉
靖
辛
亥
年
(
一
五
五
一
)
に
朝
鮮
李
朝
の
文
臣
早
春
年
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
の
構
成
は
楊
成
『
詩
法
』
及
び
そ
の
系
統
の
も
の
と
比
べ
て
大
き
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
｡
そ
れ
は
後
者
に
お

い
て
｢
詩
法
巻
之
一
木
天
禁
語
内
篇
｣
｢
詩
法
巻
之
二
詩
家
一
指
外
篇
｣
｢
詩
法
巻
之
三
厳
槍
浪
先
生
詩
法
｣
の
よ
う
に
独
立
し
て
い
た
部

分
が
､
前
者
に
お
い
て
全
て
『
詩
家
一
指
』
と
言
う
書
名
の
元
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
(
｢
一
覧
表
｣
参
照
)
以
下
楊
成
本

『
詩
家
一
指
』
の
よ
う
に
序
部
､
｢
十
科
｣
､
｢
四
則
｣
､
｢
二
十
四
品
｣
等
を
中
心
内
容
と
し
て
い
る
も
の
を
狭
義
の
『
詩
家
一
指
』
､
朝
鮮
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本
『
詩
家
一
指
』

の
よ
う
に
狭
義
の
『
詩
家
一
指
』
を
ほ
ぼ
完
全
に
含
み
､
更
に
『
木
天
禁
語
』
等
い
く
つ
か
の
文
章
を
加
え
て
形
成
さ

れ
て
い
る
も
の
を
広
義
の
ノ
『
詩
家
一
指
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
｡

こ
こ
で
｢
祖
論
文
二
｣
に
挙
げ
ら
れ
た
懐
悦
編
集
『
詩
家
一
指
』

(
以
下
｢
祖
論
文
懐
悦
本
｣
と
略
す
)

に
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
｡

｢
祖
論
文
二
｣
に
よ
れ
ば
こ
ノ
の
版
本
は
一
九
九
六
年
六
月
北
京
大
学
の
張
健
博
士

(
虞
集
説
を
主
張
す
る
張
健
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
が
､
祖
氏
の
文
章
か
ら
は
確
定
で
き
な
い
)
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
罵
合
計
三
二
葉
､
六
行
行
一
二
字
､
中
経
に
は
｢
前
序
｣
十
後

序
｣
を
除
い
て
無
字
､
無
魚
尾
､
｢
前
序
｣
と
｢
後
序
｣
と
は
成
化
二
年
貌
蘭
の
｢
詩
家
一
指
序
｣
と
懐
悦
の
｢
書
詩
家
一
指
後
｣
で
あ

り
､
本
文
一
葉
目
の
第
一
行
上
部
に
｢
詩
家
一
指
｣
､
第
二
行
の
下
部
に
｢
嘉
禾
懐
悦
用
和
編
集
｣
と
善
か
れ
て
い
て
､
本
文
は
約
六
千

字
､
稽
書
で
あ
る
と
い
う
｡

こ
の
版
本
に
つ
､
い
て
の
祖
氏
の
紹
介
は
以
上
で
あ
る
が
､
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
と
比
較
す
れ
ば
い
く
つ
か
の
疑
問
が
生
じ
る
｡
先
ず

本
文
の
字
数
で
あ
る
｡
｢
祖
論
文
二
｣
に
挙
げ
ら
れ
た
数
字
よ
り
計
算
す
れ
ば
､
全
書
は
四
千
六
百
字
で
あ
る
筈
だ
が
､
｢
祖
論
文
二
｣
に

は
｢
本
文
約
六
千
字
｣
と
な
っ
て
い
る
｡
正
し
い
の
は
い
ず
れ
の
数
字
だ
ろ
う
か
｡
朝
鮮
本
去
詩
家
一
指
』

の
本
文
は
一
万
四
千
字
弱
､

狭
義
の
｢
詩
家
一
指
｣
｢
木
天
禁
語
｣
｢
厳
槍
浪
先
生
詩
法
｣
の
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
六
千
七
百
字
(
三
十
菓
)
､
五
千
五
百
字
弱
(
二
十
四

菓
半
)
､
一
′
千
七
百
字
弱
(
七
菓
半
)

で
あ
る
｡
字
数
か
ら
見
れ
ば
｢
祖
論
文
懐
悦
本
｣
は
広
義
の
も
の
で
は
な
い
と
推
測
で
き
る
｡
で

は
果
た
し
て
本
当
の
懐
悦
本
は
狭
義
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
､
そ
れ
と
も
広
義
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡
懐
悦
の
後
序
に
は
｢
襲
拗
､
単
軸
､

内
剥
､
外
剥
､
鈎
錆
連
環
､
一
字
貫
穿
｣
に
つ
い
て
の
論
評
が
あ
る
が
､
そ
の
い
ず
れ
も
狭
義
の
『
木
天
禁
語
』

の
内
容
で
あ
る
｡
ま
た

順
治
乙
年
(
一
六
五
五
)
費
経
虞
『
雅
倫
』
｢
合
論
｣
(
巻
十
三
の
十
二
葉
)

に
､
『
詩
家
一
指
』

の
名
の
も
と
に
狭
義
の
『
木
天
禁
語
』

の
｢
気
象
｣
条
が
引
用
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
等
の
引
用
事
例
か
ら
も
本
来
の
懐
悦
編
集
『
詩
家
一
指
』
は
広
義
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

二
-
二
､
朝
鮮
本
『
木
天
禁
語
』
詩
家
宴
杜
陵
詩
律
附
詩
法
源
癒
(
国
立
国
会
図
書
館
､
鵠
三
四
三
五
)
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本
書
は
一
冊
､
四
巻
､
銅
活
字
､
四
周
双
辺
､
大
黒
口
､
十
二
行
行
二
十
字
､
二
十
八
糎
､
線
､
中
経
に
そ
れ
ぞ
れ
｢
木
天
禁
語
序
｣

｢
木
天
禁
語
｣
｢
木
天
禁
語
詩
家
指
要
｣
｢
木
天
禁
語
杜
陵
詩
律
｣
｢
詩
法
源
流
｣
及
び
菓
数
が
善
か
れ
て
い
る
｡
本
文
の
菓
数
と
字
数
が
そ

れ
ぞ
れ
二
十
菓
の
九
千
六
百
字
､
十
菓
の
四
千
八
百
字
､
十
一
葉
の
五
千
三
百
字
弱
で
､
合
わ
せ
て
四
十
一
葉
の
二
万
字
弱
で
､
附
が
十

五
葉
七
千
二
百
字
で
あ
る
｡
｢
奉
安
院
蔵
書
｣
.
の
印
が
あ
る
｡
こ
の
書
も
ヂ
春
年
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
が
､
嘉
靖
乙
卯
〓
五
五
五

年)

の
政
の
中
で
彼
は
｢
曾
て
避
謙
の

『
学
苑
』
の
中
に
『
木
天
禁
語
』
と
い
う
項
目
が
あ
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
が
､
玉
堂

(
翰
林

院)

で
奉
仕
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
際
､
燕
京
で
こ
れ
を
購
入
し
た
｡
…
､
『
詩
法
源
流
』
も
詩
を
学
ぶ
た
め
の
要
法
な
の
で
､
附
し
て
一

緒
に
印
刷
じ
た
｡
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
､
朝
鮮
本
:
『
木
天
禁
語
』

の
底
本
に
な
る
も
の
が
一
五
五
五
年
以
前
に
出
版

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
､
『
詩
法
源
流
』
が
原
書
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
｡
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
と
は
違
っ
て
､
底
本
の

編
集
者
等
は
な
い
｡

朝
鮮
本
『
木
天
禁
語
』

の
構
成
は
初
め
か
ら
順
に
『
木
天
禁
語
内
篇
』
『
詩
家
指
要
』
『
杜
陵
詩
律
五
十
｣
格
』

の
三
部
か
ら
構
成
さ

れ
､
最
後
に
『
詩
法
源
流
』

が
附
さ
れ
て
い
る
｡
(
｢
一
覧
表
｣
参
照
)

『
木
天
禁
語
内
篇
』
は
先
ず
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
､
楊
成
『
詩
法
』
､
史
潜
『
新
編
名
賢
詩
法
』
等
に
共
に
含
ま
れ
て
い
る
箔
徳
機
の

序
､
と
｢
篇
法
､
句
法
､
字
法
､
気
象
､
家
数
､
音
節
｣
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
｡
筆
者
は
こ
れ
を
狭
義
の
『
木
天
禁

語』

と
呼
ぶ
｡

第
二
の
部
分
『
詩
家
指
要
』
は
『
二
十
四
品
』
を
含
み
､
楊
成
『
詩
法
』
及
び
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』

の
狭
義
の

『
詩
家
一
指
』
部
分

と
ほ
ぼ
同
じ
構
成
で
､
表
題
が

『
詩
家
持
要
』

に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
､
｢
外
篇
｣
｢
三
造
｣
部
分
を
含
ま
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
｡

以
上
の
内
容
の
よ
う
に
『
木
天
禁
語
』

に
も
狭
義
の
も
の
と
広
義
の
も
の
が
あ
る
と
分
か
る
｡

9
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三

懐
悦
著
者
説
の
否
定

三⊥

『
学
苑
』

の

『
一
指
』
問
題
を
解
く

張
健
は
『
詩
家
一
指
』

の
成
書
年
代
を
検
討
す
る
際
､
超
諌
の

『
学
苑
』

に

『
一
指
』
が
出
典
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見

し
､
よ
っ
て
そ
の
成
幸
年
代
は
洪
武
二
十
二
年

(
一
三
八
九
)

以
前
と
推
定
し
､
懐
悦
著
者
説
を
否
定
し
た
｡
『
学
苑
』

の
初
版
は
洪
武

二
十
二
年

(
一
三
八
九
)

と
推
定
さ
れ
る
が
､
張
氏
は
こ
の
版
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
彼
が
永
楽
二
年

(
一
四

〇
四
)

王
恵
刻
本
､
明
刻
本
､
清
初
刻
本
と
い
う
三
つ
の
版
本
に
基
づ
い
て
校
刊
し
た
結
果
､
｢
一
指
｣
と
い
う
語
が
小
文
字
で
三
ケ
所

に
善
か
れ
て
い
る
こ
と
は
相
違
は
な
か
っ
た
と
い
う
｡
筆
者
が
崇
禎
二
年
〓
六
二
九
)
本
､
明
暦
二
年
(
一
六
五
六
)

刊
､
明
未
刊
本

な
ど
を
校
刊
し
た
結
果
も
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
｡
そ
の
三
ケ
所
と
は
次
の
よ
う
で
あ
る
｡
(
番
号
は
筆
者
が
付
け
た
も
の
で
あ
る
｡
)

一
､
作
詩
先
命
意
､
如
構
官
主
､
必
法
度
形
似
､
備
於
胸
中
､
始
施
斤
銭
､
此
以
賽
論
｡
叔
筆
則
風
之
於
空
､
春
之
於
世
､
暫
有
逆
而

無
能
得
之
所
為
者
｡
是
以
造
端
超
詣
､
襲
用
易
成
､
立
憲
卑
凡
､
真
情
愈
遠
｡
ノ
ー
据
(
作
苑
･
命
意
)

二
､
有
以
字
論
者
､
有
以
意
論
者
､
有
以
事
論
者
､
有
以
血
泳
論
者
｡
一
指
(
作
苑
･
篇
法
)

三
､
気
象
翰
苑
葦
穀
山
林
出
世
偶
頒
神
仙
儒
先
石
屏
之
類
江
湖
開
聞
未
学
道
笠
説
又
江
湖
間
闇
之
下

己
上
気
象
各
随
人
之
資
稟
高
下
而
覆
之
､
又
学
以
欒
化
気
質
須
伎
師
友
｡
及
所
讃
所
習
以
開
導
佐
助
､
然
後
能
脱
去
近
俗
､
以
造
高

明
｡
己
上
並
一
措
(
作
苑
･
気
象
)
′

以
上
の
よ
う
に
三
つ
の
文
章
の
最
後
に
共
に
｢
一
指
｣
が
見
ら
れ
る
｡
張
氏
は
一
番
の
例
だ
け
を
用
い
て
､
｢
こ
の
文
章
は
『
詩
家
一

指』

の

『
十
科
』

の
第
一
科
｢
意
｣

で
あ
る
｡
よ
っ
て
こ
こ
の

｢
一
指
｣
は
即
ち
『
詩
家
一
指
』

の
こ
と
を
指
し
､
『
一
指
』

は
遅
く
も

と
洪
武
二
十
二
年

(
一
三
八
九
)

以
前
に
既
に
存
在
し
た
と
断
定
で
き
る
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
残
り
の
二
箇
所
に
つ
い
て
は
注
の
形
で

｢
『
学
苑
』

に
『
一
指
』
か
ら
の
引
用
は
な
お
ニ
ケ
所
あ
る
が
､
『
詩
家
一
指
』
に
は
見
ら
れ
ず
､
『
木
天
禁
語
』
と
『
詩
法
家
数
』

に
見
ら
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れ
る
｡
こ
れ
は
『
一
指
』
が
流
伝
さ
れ
る
間
に
上
の
二
書
と
錯
綜
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
紙
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
本
論
文
で
は
こ

れ
以
上
議
論
し
な
い
｡
別
の
機
会
に
詳
し
く
述
べ
た
い

｣
と
述
べ
て
い
る
｡

し
か
し
､
こ
の
残
り
の
ニ
ケ
所
の
間
厨
が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
､
『
学
苑
』
に
書
か
れ
た
『
一
指
』
が
『
詩
家
一
指
』
と
同
じ
書
物
で

あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
こ
の
意
味
で
張
論
文
の
段
階
で
は
､
『
詩
家
一
指
』

が
題
詠
『
学
苑
』

の
時
代
に
既
に

存
在
し
た
と
い
う
立
証
は
ま
だ
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
｡
楊
成
本
『
詩
家
一
指
』

に
従
う
限
り
､
こ
の
問
題
は
解
決
で
き
な

い
｡
し
か
し
､
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』

と
校
刊
し
た
結
果
､
上
の
引
用
一
番
が
｢
十
科
｣

の

｢
意
｣

(
狭
義
の

『
詩
家
一
指
』
)
か
ら
､
二

番
三
番
が
｢
六
関
｣
｢
家
数
｣

(
狭
義
の

『
木
天
禁
語
』
)
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
｡
(
一
覧
表
を
参
照
)
｡
又
｢
一
指
｣
と

｢
己
上
井
一
指
｣
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
理
由
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
｡
｢
一
指
｣
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
一
番
と
二
番
は
『
学
苑
』

の
中
で
直
接
繋
が
っ
て
い
る
が
､
｢
己
上
並
一
指
｣
が
善
か
れ
て
い
る
三
番
と
二
番
と
の
間
は
十
三
菓
も
隔
て
て
い
る
｡
そ
の
十
三
菓
の

中
で
｢
王
氏
日
｣
｢
曾
氏
日
｣
｢
封
床
夜
語
日
｣
の
よ
う
に
出
典
が
明
記
さ
れ
た
も
の
が
三
ケ
折
あ
り
､
そ
れ
以
外
は
出
典
が
示
さ
れ
て
い

な
い
｡
こ
の
部
分
を
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
と
照
ら
し
合
せ
て
見
た
結
果
､
八
条
を
除
い
て
す
べ
て
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
､
そ
の
数
は

三
十
五
条
に
も
上
る
｡
こ
の
た
め
に
超
謙
は
｢
己
上
並
一
指
｣
と
い
う
語
を
用
い
て
､
こ
こ
ま
ノ
で
の
全
て
を
併
せ
て

『
一
指
』

か
ら
の
引

用
で
あ
る
と
示
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
｡
以
上
の
結
果
に
よ
っ
て
､
『
学
苑
』

に
引
用
さ
れ
た

『
一
指
』
は
狭
義
の

『
詩
家

一
指
』
と
『
木
天
禁
語
』
を
共
に
含
む
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
｡
『
学
苑
』
の
い
う
『
一
指
』
と
は
『
木
天
禁
語
』
を
含
む
広
義
の
も

の
で
あ
り
､
す
な
わ
ち
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
と
同
じ
系
統
の
も
の
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
｡
よ
っ
て
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
の
よ
う
な

広
義
の
も
の
が
遡
謙
の
時
代

-

十
四
世
紀
末
に
既
に
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
､
そ
の
結
果
懐
悦
が

『
詩
家
一
指
』

の
著
者

で
あ
る
こ
と
は
完
全
に
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡

三
-
二
､
懐
悦
編
者
説
と
狭
義
の

『
詩
家
一
指
』

の
安
定
性

『
百
川
書
志
』
十
八
巻
で
は
高
儒
が
｢
『
杜
陵
詩
律
』
一
巻
､
楊
伸
宏
｣
､
｢
『
詩
林
要
語
』
一
巻
､
苑
徳
機
｣
､
｢
『
詩
法
源
流
』
一
巻
､
元
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人
著
｣
､
｢
『
詩
家
一
指
』
一
巻
､
皇
明
嘉
禾
懐
悦
用
和
編
集
｣
､
∃
詩
家
指
要
』
一
巻
｣
､
｢
『
木
天
禁
語
』
一
巻
｣
を
列
挙
し
た
後
､
｢
以
上

六
種
倶
相
出
入
､
普
削
其
重
複
､
定
成
一
集
､
以
便
観
覧
､
不
然
別
紛
無
定
格
夫
｡
(
上
記
六
種
の
書
は
お
互
い
に
錯
綜
し
て
い
る
｡
読

易
す
く
す
る
た
め
に
は
､
其
の
重
複
す
を
部
分
を
削
り
､
一
冊
に
ま
と
め
る
べ
き
で
あ
る
｡
)
｣
と
指
摘
す
る
｡
今
回
発
見
し
た
朝
鮮
本

『
詩
家
一
指
』
と
『
木
天
禁
語
』
を
通
し
て
､
我
々
は
こ
れ
ら
の
書
物
が
お
互
い
に
重
複
す
る
ば
か
り
で
な
く
､
同
じ
書
名
を
用
い
な
が

ら
広
義
の
も
の
と
狭
義
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
｡
以
下
こ
れ
ら
重
複
す
る
書
物
を
｢
一
指
木
天
群
｣
と
呼
ぶ
が
､
史
潜
『
新

編
名
賢
詩
法
』

と
楊
成
『
詩
法
』
及
び
そ
の
系
列
の
書
物
も
こ
れ
に
属
す
と
思
わ
れ
る
｡

こ
の
錯
綜
し
た
状
況
に
つ
い
て
『
学
苑
』

の

『
一
指
』
と
懐
悦
編
集
『
詩
家
一
指
』
と
の
関
係
を
見
て
み
た
い
｡
先
ず
書
名
問
題
で
あ

る
｡
こ
れ
ま
で
の
関
係
す
る
論
文
は
い
ず
れ
も
『
一
指
』
を
『
詩
家
一
指
』
と
解
し
て
い
る
｡
し
か
し
､
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』

の
懐
悦

｢
書
詩
家
一
指
後
｣
に
は
｢
一
旦
偶
獲
是
編
｣
が
あ
り
､
貌
贋
｢
詩
家
一
指
序
｣
に
は
｢
一
月
嘉
禾
懐
氏
用
和
…
以
書
抵
余
､
自
言
近
得

詩
法
一
編
…
揮
其
精
粋
､
訂
為
詩
格
､
名
之
日
詩
家
一
指
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
等
に
よ
れ
ば
懐
悦
は
｢
あ
る
日
偶
然
手
に
入
れ
た
書
物
｣
か

ら
精
粋
を
選
び
以
て
改
訂
し
て
詩
論
書
と
し
､
こ
れ
に
『
詩
家
一
指
』
と
い
う
名
を
付
け
た
｡
つ
ノ
ま
り
『
詩
家
一
指
』
と
い
う
書
名
は
懐

悦
に
よ
っ
て
初
め
て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
｡
な
に
よ
り
も
『
学
苑
』

の

『
一
指
』
と
懐
悦
編
集
『
詩
家
一
癖
』
と
は

違
う
時
代
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
『
学
苑
』
以
前
に
『
詩
家
一
指
』
と
い
う
名
の
版
本
が
見
付
か
ら
な
い
限
り
､
『
学
苑
』

の

『
一

指
』
を
即
『
詩
家
一
指
』

と
書
き
直
す
こ
と
に
は
慎
重
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
｡

次
は
懐
悦
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
｡
張
健
は
『
天
一
閣
書
目
』
に
あ
る
懐
悦
『
詩
家
一
指
』
序
の
抄
録

(
注
五
参
照
)

に基

づ
き
､
懐
悦
は
た
だ
の
｢
出
資
者
｣
に
過
ぎ
な
い
と
結
論
を
下
し
た
｡
し
か
し
､
上
に
引
い
た
貌
駿
の
序
文
か
ら
す
れ
ば
､
懐
悦
が
入
手

し
た
も
の
に
対
し
て
再
編
集
を
加
え
た
こ
と
に
な
る
｡
ま
た
懐
悦
は
成
化
元
年
(
一
四
六
五
)

『
詩
法
源
流
』
と
い
う
書
を
編
集
し
て
い

る
｡
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
と
『
詩
法
源
流
』

の
構
成
を
詳
し
く
見
れ
ば
､
懐
悦
が
こ
の
二
冊
の
書
に
よ
っ
て
｢
一
指
木
天
群
｣
に
含
ま

れ
る
様
々
な
詩
論
の
核
心
部
分
を
包
摂
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
｡
こ
の
点
か
ら
も
懐
悦
は
単
な
る
出
資
者
で
は
な
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く
､
積
極
的
な
編
集
者
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
｡

最
後
に
『
学
苑
』

に
引
か
れ
た
『
一
指
』
と
『
二
十
四
品
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
い
｡
『
一
指
』

が
十
四
世
紀
末
に
既
に
存
在

し
た
こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
､
こ
れ
に
よ
っ
て
直
ち
に
『
二
十
四
品
』
も
そ
の
頃
に
存
在
し
た
と
は
断
言
し
難
い
｡
な
ぜ
な
ら
ば

『
一
指
』

に
は
『
二
十
四
品
』

が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
直
接
の
根
拠
は
未
だ
見
付
か
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
｡
こ
こ
で
筆
者
は
狭
義

の

『
詩
家
一
指
』

の
安
定
性
に
基
づ
い
て
こ
の
間
題
を
考
え
て
み
た
い
｡
｢
一
指
木
天
群
｣
に
あ
る
様
々
な
版
本
に
狭
義
の

『
詩
家
一
指
』

が
含
ま
れ
て
お
り
､
版
本
毎
に
多
く
の
異
同
が
存
在
す
る
が
､
｢
十
科
｣
､
｢
四
則
｣
､
｢
二
十
四
品
｣

の
部
分
が
必
ず
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
ど
の
版
本
も
例
外
で
は
な
い
｡
『
学
苑
』

の
引
用
す
る
『
一
指
』

に
は
｢
十
科
｣

の
中
の
｢
意
｣
に
あ
た
る
文
章
が
見
え
て
お
り
､
こ

の
『
一
指
』
も
狭
義
の
安
定
し
た
『
詩
家
一
指
』
を
含
ん
で
い
る
と
推
測
さ
れ
る
｡
と
す
れ
ば
､
『
二
十
四
品
』
も
『
学
苑
』

の
時
代
に

す
で
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
､
懐
悦
著
者
説
が
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡

四

狭
義
の
『
詩
家
一
指
』
ノ
は
｢
古
人
｣
や
｢
宗
匠
名
家
｣
の
詩
論
を
集
め
た
も
の

以
上
超
謙
『
学
苑
』
を
用
い
て
､
『
二
十
四
品
』
を
含
む
広
義
の
去
､
一
指
』

の
成
書
年
代
を
遅
く
も
十
四
世
紀
末
と
確
定
す
る
こ
と
が

で
き
た
｡
更
に
､
『
詩
家
一
指
』
や
『
木
天
禁
語
』
自
身
の
中
に
も
そ
の
年
代
を
示
す
も
の
が
な
い
か
を
検
討
し
て
み
た
い
｡

四
⊥
､
出
典
と
年
代
が
示
さ
れ
た
も
の

､
狭
義
の

『
詩
家
一
指
』

の
中
で
出
典
或
は
年
代
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
非
常
に
少
な
い
が
､
詳
細
に
読
め
ば
以
下
の
こ
と
が
分
か

る
｡
(
引
用
は
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』

に
基
づ
く
)

｢
四
則
｣
の
｢
法
｣
(
史
潜
本
で
は
｢
格
｣
に
つ
く
る
)

に
は
｢
漠
晋
高
古
､
盛
唐
風
流
､
西
山
昆
穣
冶
､
晩
唐
華
藻
､
対
代
車
捜
抽
出
画

蘭
剰
造
立
不
等
､
気
象
差
殊
｣
(
楊
成
本
と
朝
鮮
本
『
木
天
禁
語
』
で
は
｢
宋
氏
｣
に
つ
く
る
)
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
､
元
以

後
に
善
か
れ
た
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
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｢
詩
代
｣

(
楊
成
本
､
史
潜
本
無
)

に
は
｢
虞
延
､
商
洛
表
､
三
百
篇
､
離
騒
､
漠
､
西
晋
､
六
代
､
盛
唐
､
晩
唐
､
宋
｣

の
よ
う
に
宋

が
最
後
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
采
以
後
に
善
か
れ
た
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡

｢
普
代
名
公
雅
論
｣

(
史
潜
本
無
､
楊
成
本
で
は
｢
名
公
雅
論
｣
と
し
て
巻
三

『
厳
槍
浪
先
生
詩
法
』

に
あ
る
)

は
主
と
し
て
元
代
四
大

家
と
称
せ
ら
れ
る
苑
徳
機
､
虞
集
､
掲
侯
斯
､
楊
仲
弘
達
の
詩
に
関
す
る
論
述
を
収
鐘
し
て
い
る
が
､
｢
普
代
｣
は
元
代
を
意
味
す
る
と

考
え
ら
れ
る
｡
よ
っ
て
こ
の
部
分
は
元
入
が
書
い
た
も
の
と
推
測
で
き
る
｡

｢
外
篇
｣

の
第
二
段

(
史
潜
本
､
朝
鮮
本
『
木
天
禁
語
』
無
)

の
始
に
｢
晦
庵
論
詩
､
所
謂
読
詩
須
沈
潜
風
詠
､
玩
味
義
理
…
｣
と
あ

る
が
､
こ
れ
は
来
貢
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
｡

｢
三
造
｣
(
史
潜
本
､
朝
鮮
本
『
木
天
禁
語
』
ノ
無
)
最
後
の
｢
風
雅
既
亡
…
｣
の
注
に
よ
れ
ば
､
宋
の
項
安
世
『
項
氏
家
説
』
か
ら
の
引

用
で
あ
る
｡

こ
の
他
筆
者
が
南
采
厳
羽
『
槍
浪
詩
話
』
､
費
経
虞
『
雅
倫
』
(
〓
什
五
五
年
)
､
胡
震
亨
『
唐
音
発
寒
』
(
一
七
一
八
年
)
に
基
づ
い
て

調
べ
た
結
果
､
｢
三
造
｣
に
は
『
槍
浪
詩
話
』

か
ら
の
引
用
が
八
条
の
他
､
来
観
慶
之
『
詩
人
玉
層
』
､
梅
尭
臣

(
一
〇
〇
二
～
一
〇
六

〇
)
､
王
安
石

(
一
〇
ニ
ー
～
一
〇
八
六
)

等
か
ら
の
引
用
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
｡

以
上
の
結
果
を
ま
と
め
て
言
え
ば
､
狭
義
の

『
詩
家
一
指
』

に
は
､
少
く
と
も
宋
､
元
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る｡

川
丁
二
､
｢
古
人
意
格
馨
律
｣
｢
宗
匠
名
家
之
道
｣

の
意
味
す
る
と
こ
ろ

狭
義
の

『
詩
家
一
指
』

の
最
初
の
部
分
は
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
､
朝
鮮
本
『
木
天
禁
語
』
所
収
『
詩
家
指
要
』
､
楊
成
本
巻
二

『
詩
家

一
指
』
及
び
虞
集
本
と
も
皆
次
の
よ
う
に
始
ま
る
｡
(
引
用
は
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
に
基
づ
き
､
(
′
)
内
は
朝
鮮
本
『
木
天
禁
語
』
と

の
相
違
で
あ
り
､
1
の
無
い
場
合
は
文
字
の
増
減
を
意
味
し
､
訳
は
後
者
に
従
う
場
合
も
あ
る
｡
導
線
と
ロ
ー
マ
字
は
筆
者
が
付
け
た
も

の
で
あ
る
｡
)
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a
乾
坤
清
気
､
性
情
之
流
出
也
｡
有
気
則
有
物
､
有
事
斯
有
理
｡
必
先
養
其
浩
然
､
存
其
真
幸
､
禰
給
六
合
､
囲
掻
太
虚
､
触
虞
成

真
､
而
道
生
於
詩
夫
｡
詩
猶
禅
宗
(
1
家
)
､
具
摩
醒
眼
､
一
視
､
而
寓
境
帰
元
､
一
挙
､
両
群
迷
蕩
跡
｡
超
元
(
1
言
)
象
之
表
､
得

造
化
之
先
｡
夫
如
是
､
始
有
観
詩
分
｡
乃

観
詩
､
要
知
身
命
落
慶
典
夫
人
情
変
化
｡
意
境
周
流
､
亘
天
地
以
無
窮
､
妙
古
今
而
猫
往

者
､
(
1
則
)

未
有
不
得
其
妙
之

(
｢
妙
之
｣
無
し
)

所
以
然
也

(
｢
也
｣
無
し
)
｡
由
之
可
以
明
十
科
､
達
四
則
､
詠

(
1
該
)

二
十
四

品
｡
観
之
不
己
､
而
至
於
道
｡
C

夫
求
於
古
老
､
必
泥
於
今
｡
求
於
今
者
､
必
失
於
古
｡
蓋
古
之
時
､
古
之
人
､
而
其
詩
如
之
(
↓

是
)
｡
故
学
者
欲
疏
茎
情
塵
､
淘
汰
気
質
､
遣
其
迷
妄
､
(
而
)
返
其
清
真
､
未
有
不
如
是
而
得
其
(
所
以
)
為
詩
者
｡
学
下
手
庭
､
先

須
明
徹
古
人
意
格
馨
律
､
具
(
↓
其
)
於
神
境
事
物
､
邁
逓
鬱
折
(
1
抑
)
､
得
其
仝
理
於
胸
中
､
随
(
↓
随
)
寓
唱
出
､
自
然
超
絶
｡

若
夫
刻
意
造
創

(
↓
創
造
)
､
終
顧
天
成
｡
苛
且
経
営
､

必
堕
凡
随
｡
妙
在
著
述
之
多
､
与
滴
養
之
深
爾
｡
然
普
求
正
於
宗
匠
名
家
之
道
､

庶
幾
可
以
横
絶
穿
流
者
也
｡

a

乾
坤
の
清
気
は
性
情
の
流
出
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
気
が
あ
れ
ば
す
な
わ
ち
物
が
あ
り
､
事
が
あ
れ
ば
そ
こ
に
は
理
が
あ
る
｡
必
ず

先
ず
浩
然

(
の
気
)

を
養
い
､
真
宰

-

天
地
を
主
宰
す
る
も
の
を
所
有
し
､
宇
宙
全
体
を
覆
い
､
太
虚
を
そ
′
の
ま
ま
に
所
有
す
る
｡

そ
う
す
れ
ば
至
る
と
こ
ろ
で
悟
り
が
開
け
､
詩
に
お
い
て
道
が
生
ず
る
｡
詩
(
の
世
界
)

に
も
禅
宗
の
よ
う
に
摩
醸
眼

-

優
れ
た
鑑

識
眼
が
あ
る
｡
(
こ
れ
を
も
っ
て
い
れ
ば
)
一
眼
視
た
瞬
間
に
寓
境
が
元
に
帰
し
､
(
指
を
)
挙
げ
た
瞬
間
に
す
べ
て
の
迷
い
が
消
え
る
｡

l
一
孟
m
や
意
象
の
表
面
を
超
え
､
造
化
の
根
源
を
得
る
｡
こ
の
よ
う
に
し
て
初
め
て
詩
を
観
る
資
格
が
備
わ
る
の
で
あ
る
｡
b

詩
を
観
る

に
は
､
運
命
の
帰
す
る
と
こ
ろ
と
人
情
の
変
化
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
意
境
は
流
動
し
て
､
天
地
を
巡
っ
て
極
ま
り
な
ソ
1
､
古
今

の
奥
義
を
知
り
尽
く
し
て
独
り
往
く
者
は
､
そ
の
所
以
を
会
得
し
て
い
な
い
も
の
は
い
な
い
｡
そ
れ
ゆ
え
古
人
の
詩
を
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
十
科
を
理
解
し
､
四
則
に
達
し
､
二
十
四
品
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
う
し
て
た
ゆ
み
な
く
詩
を
観
れ
ば
道
に
至
る
の
で
あ
る
｡

C

古
の
み
求
め
る
も
の
は
必
ず
今
に
お
い
て
束
縛
さ
れ
､
今
の
み
を
求
め
る
も
の
は
必
ず
古
を
見
失
う
｡
古
の
時
代
､
古
の
人
だ
か
ら

こ
そ
そ
の
よ
う
な
詩
が
で
き
た
の
で
あ
る
｡
故
に
学
ぶ
者
は
情
欲
を
取
り
除
き
､
気
質
を
淘
汰
し
､
ト
迷
妄
を
捨
て
､
清
真
に
返
る
｡
こ
う
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し
な
け
れ
ば
詩
を
為
す
所
以
を
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
｡
着
手
す
る
と
こ
ろ
を
学
ぶ
に
は
先
ず
古
人
の
作
っ
た
意
境
､
格
調
､
リ
ズ
ム
､

親
御
を
完
全
に
理
解
し
､
自
然
の
も
の
ご
と
に
心
を
遊
ば
せ
る
こ
と
や
､
思
い
か
け
な
い
運
命
に
憂
悶
す
る
様
を
わ
が
も
の
と
す
る
｡
そ

の
理
の
す
べ
て
を
胸
中
に
収
め
､
あ
り
へ
の
ま
ま
に
咽
い
出
せ
ば
､
自
ず
か
ら
超
絶
す
る
｡
も
し
も
苦
心
し
て
創
造
す
る
な
ら
ば
結
局
自
然

を
失
う
｡
無
理
を
し
て
造
れ
ば
､
必
ず
平
凡
卑
俗
に
陥
る
｡
肝
心
な
の
は
著
述
の
多
さ
と
滴
養
の
深
さ
で
あ
る
の
だ
か
ら
､
巨
匠
名
家
が

示
し
た
道
に
正
し
い
詩
作
の
作
り
方
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
｡

の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
時
流
を
超
越
し
世
に
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
れ
が
｢
捲
論
｣
の
内
容
で
あ
る
が
､
こ
の
｢
捲
論
｣
と
｢
十
科
｣
､
｢
四
則
｣
､
｢
二
十
四
品
｣
と
の
関
係
を
述
べ
る
前
に
こ
の
三
種
の

文
章
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
｡
｢
十
科
｣
は
｢
意
､
趣
､
神
､
情
､
気
､
理
､
力
､
境
､
物
､
事
｣
と
い
ケ
十
匝
の
要
素
が
詩
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
の
か
､
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
獲
得
で
き
る
の
か
を
語
る
十
条
の
文
章
で
あ
る
｡
｢
四
則
｣
は
｢
句
､
字
､

法
､
格
｣
の
詩
に
お
け
る
在
り
方
､
効
用
な
ど
を
述
べ
る
も
の
で
､
｢
十
科
｣
が
詩
の
境
地
､
情
性
な
ど
内
的
な
も
の
を
論
ず
る
も
の
に

対
し
､
詩
の
技
法
を
語
る
も
の
で
あ
る
｡
｢
二
十
四
品
｣
は
十
二
句
の
四
言
詩
を
も
っ
て
二
十
四
種
の
詩
の
風
格
を
表
現
し
､
そ
れ
ら
を

獲
得
す
る
方
法
や
､
風
格
の
根
源
な
ど
を
詩
的
に
語
る
も
の
で
あ
る
｡

｢
捲
論
｣
の
中
で
｢
十
科
｣
､
｢
四
則
｣
､
｢
二
十
四
品
｣
が
同
時
に
言
及
さ
れ
た
の
で
､
こ
れ
は
少
な
く
と
も
三
者
に
関
す
る
絵
論
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
そ
の
要
旨
を
整
理
す
れ
ば
､
a
､
大
事
な
の
は
詩
人
が
気
を
養
い
､
天
地
を
主
宰
す
る
も
の
を
内
存
す
る
こ
と
｡

そ
う
す
れ
ば
造
化
の
根
源
を
得
て
､
｢
一
視
｣
｢
一
挙
｣
す
る
の
み
で
全
て
の
迷
い
を
断
つ
こ
と
が
で
き
る
｡
b
､
こ
う
し
て
観
賞
眼
を
備

え
た
後
､
古
人
の
詩
を
見
る
こ
と
で
､
｢
十
科
｣
を
理
解
し
､
｢
四
則
｣
に
到
達
し
そ
し
て
､
｢
二
十
四
品
｣
を
完
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

C
､
学
ぶ
際
最
も
重
要
な
の
は
内
的
修
養
で
あ
り
､
詩
作
に
着
手
す
る
と
き
は
｢
古
人
の
意
格
馨
律
｣
を
よ
く
理
解
し
､
｢
宗
匠
名
家
の

道
｣
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
文
艦
に
よ
つ
て
､
｢
十
科
｣
､
｢
四
則
｣
､
｢
二
十
四
品
｣
の
位
置
付
け
を
考
え
れ
ば
､
こ
れ
ら
は
詩
を
学
ぶ
際
の
出
発
点
と
す
べ
き
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｢
古
人
の
意
格
馨
律
｣
や
｢
宗
匠
名
家
の
道
｣
が
明
確
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
読
み
取
れ
る
｡
そ
う
な
る
と
次
の
二
つ
の
推
測
が
可

能
で
あ
る
｡
一
つ
は
､
こ
の
摘
諭
の
作
者
は
｢
十
科
｣
､
｢
四
則
｣
､
｢
二
十
四
品
｣

の
作
者
と
は
同
一
人
物
で
は
な
く
､
｢
十
科
｣
､
｢
四

則
｣
､
｢
二
十
四
品
｣
を
一
つ
に
ま
と
め
た
編
集
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
/
も
う
一
つ
は
､
｢
十
科
｣
､
｢
四
則
｣
､
｢
二
十
四
品
｣
は

編
集
者
に
と
つ
て
｢
古
人
｣

の
作
っ
た
｢
意
格
聾
律
｣

で
あ
り
､
ま
た
｢
宗
匠
名
家
｣
が
示
し
た
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の

二
つ
の
推
測
は
二
つ
の
結
論
に
結
び
付
け
ら
れ
る
｡
一
つ
は
､
狭
義
の

『
詩
家
一
指
』
は
一
人
の
作
品
で
は
な
く
複
数
の
人
の
文
章
を
集

め
た
詩
論
集
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
､
張
健
の
｢
一
人
に
よ
る
著
作
｣
と
い
う
説
と
は
異
な
る
結
論
に
達
す
る
｡
も
う
一
つ

は
､
｢
十
科
｣
､
｢
四
則
｣
､
｢
二
十
四
品
｣

の
著
作
年
代
は
こ
れ
ら
を
編
集
し
た
｢
撼
論
｣
の
著
者
年
代
元
代
と
比
べ
る
と
､
よ
り
早
く
｣

よ
り
古
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

五

虞
集
著
者
説
に
対
す
る
疑
問

一
-
二
で
紹
介
し
た
よ
う
に
､
張
健
は
『
新
編
名
賢
詩
法
』

に
あ
る
虞
集
本
つ
ま
り
『
虞
侍
書
詩
法
』
を
発
見
し
､
こ
れ
を
一
人
の

著
者
の
書
と
見
徹
し
､
｢
集
之
一
指
｣

の
｢
集
｣
を
｢
虞
集
｣
に
､
｢
一
指
｣
を
『
詩
家
一
指
』
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
､
『
虞

侍
書
詩
法
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
二
十
四
品
』

の
著
者
は
虞
集
で
あ
る
と
い
う
説
を
提
唱
し
た
｡

し
か
し
､
｢
集
之
一
指
｣

の
｢
一
指
｣
を
書
名
と
し
て
解
釈
す
る
前
に
､
｢
一
視
｣
｢
一
挙
｣

(
虞
集
本
の
｢
三
造
｣

の
中
の
｢
一
観
｣
に

も
あ
る
)
は
禅
宗
思
想
に
基
づ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
｡

五⊥

｢
一
視
｣
｢
一
挙
｣

の
意
味

こ
こ
で
｢
一
視
｣
｢
一
挙
｣
に
直
接
に
関
連
す
る
部
分
だ
け
を
も
う
一
度
見
る
こ
と
に
し
よ
う
｡

…
詩
猶
禅
宗
､
具
摩
醸
眼
､
一
視
､
而
寓
境
帰
元
､
一
挙
､
而
群
迷
蕩
跡
｡
超
元
象
之
表
､
得
造
化
之
先
｡
夫
如
是
､
始
有
観
詩
分
｡
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『
慧
苑
音
義
･
上
』
に
は
｢
摩
醸
首
羅
､
正
云
摩
醸
湿
伐
羅
､
言
摩
醸
者
､
此
云
大
也
､
湿
伐
羅
者
､
自
在
也
､
謂
､
此
天
王
於
大
千
世

界
中
得
自
在
故
也
｡
｣
と
い
う
文
章
が
あ
る
｡
『
傍
教
語
大
辞
典
』
(
中
村
元
､
東
京
書
籍
株
式
会
社
昭
和
五
一
年
二
月
一
日
発
行
)

に依

れ
ば
､
｢
摩
醸
｣
は
｢
摩
詞
｣
と
｢
摩
醸
首
羅
｣
の
二
意
が
あ
り
､
前
者
は
｢
大
き
な
､
偉
大
な
､
の
意
｡
｣
後
者
は
｢
大
自
在
天
｡
宇

宙
の
大
主
宰
神
｡
｣
と
解
釈
し
て
い
る
｡
こ
の
説
に
従
っ
て
｢
摩
醒
眼
｣
を
考
え
れ
ば
､
｢
摩
醒
眼
｣
と
は
最
も
優
れ
た
鑑
識
眼
と
理
解

で
き
る
｡
次
は
｢
一
挙
｣
で
あ
る
が
､
言
葉
通
り
に
訳
せ
ば
｢
一
度
挙
げ
る
｣
と
の
意
味
で
あ
る
｡
し
か
し
こ
れ
も
｢
摩
醒
眼
｣
と
同
様

禅
宗
思
想
を
背
景
と
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
､
注
目
さ
れ
る
の
は
｢
一
指
禅
｣
と
い
う
語
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
『
景
徳
侍
燈
藤
･
倶
肥

侍
』
に
は
繹
天
龍
が
一
本
の
指
を
竪
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
､
倶
胎
を
悟
ら
せ
彿
の
道
の
奥
義
を
伝
え
た
と
亭
フ
故
事
が
あ
る
｡
｢
一
指
｣

に
よ
っ
て
こ
の
典
故
を
表
わ
す
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
､
｢
摩
醒
眼
｣
｢
一
視
｣
と
の
対
応
関
係
及
び
｢
一
挙
､
而
群
迷
蕩
跡
｣
と
い
､
γ

文
泳
に
基
づ
い
て
､
筆
者
は
｢
一
挙
｣
が
｢
一
指
｣
と
同
じ
意
味
合
い
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
｡
こ
の
よ
う
な
意
味

で
｢
集
之
一
指
｣

の
｢
一
指
｣
を
解
釈
す
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
｡

五
-
二

｢
一
指
｣

-

禅
宗
の

｢
一
指
｣

｢
集
之
一
指
｣
に
関
す
る
文
章
は
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
｢
外
篇
四
段
｣
､
楊
成
本
巻
二
『
詩
家
一
指
』
｢
普
説
外
篇
四
段
｣
､
そ
し
て
虞

集
本
の
｢
道
統
｣
に
あ
る
｡
全
文
は
か
な
り
の
長
文
な
の
で
､
抜
粋
し
て
掲
げ
る
｡
(
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
に
基
づ
き
､
(

)
内
は
虞

集
本
と
の
相
違
を
示
し
､
↓
が
な
い
時
に
文
字
の
増
減
を
意
味
す
る
｡
)

世
皆
知
詩
之
為
､
而
英
知
其
所
以
為
｡
知
所
以
者
情
性
､
而
英
知
其
(
〕
其
｣
無
し
)
所
以
情
性
､
夫
如
是
而
詩
道
(
｢
道
｣
無
し
)

速
夫
｡
…
性
之
於
心
為
空
､
空
輿
性
等
､
空
非
敵
性
而
有
､
亦
不
離
空
而
性
､
必
非
空
非
性
､
両
性
固
有
臭
｡
…
惟
傾
然
万
物
之
外
､
雲

翠
(
之
深
)
茂
林
青
山
､
掃
石
酌
水
､
蕩
准
神
字
､
独
還
(
1
適
)
沖
真
､
猶
春
華
胚
胎
､
偶
之
時
雨
(
1
雨
時
)
､
夫
復
不
有
一
日
性

悟
之
分
耶
｡
集
之
一
指
､
所
以
返
学
者
之
迷
途
(
↓
集
之
一
指
､
詩
也
)
､

三
造
､
所
以
馨
学
者
之
関
鋸
､
十
科
､
所
以
別
武
庫
之
名
件
､

四
則
､
条
達
規
鍵
(
↓
律
)
､
指
其
(
1
述
)
践
履
､
二
十
四
品
､
所
以
(
｢
所
以
｣
無
し
)
含
掻
大
道
､
如
載
囲
経
｡
於
詩
未
必
壷
似
､
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似
(
1
品
)

亦

(
｢
亦
｣
無
し
)

不
必
有
似
､
而
或
者
為
詩
之
尤
｡
抑
真
人
而
後
知
詩
之
真
､
知
詩
之
真
､
而
後
知
一
指
之
非
真
､
然

(
｢
然
｣
無
し
)

非
真
之
真
､
備
於

(
↓
其
)
一
指
臭
｡

世
間
は
皆
詩
を
書
く
こ
と
を
知
っ
て
い
る
が
､
詩
を
書
く
所
以
を
知
ら
ず
､
そ
の
所
以
が
惰
性
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
､
そ
の
惰
性

の
所
以
を
知
ら
な
い
｡
こ
れ
で
は
詩
の
道
は
造
か
に
遠
い
｡
∴
‥
性
は
心
に
お
■
い
て
空
で
あ
る
｡
空
と
性
と
は
等
し
く
､
空
は
性
か
ら
離
れ

て
存
在
せ
ず
､
ま
た
性
は
空
か
ら
離
れ
て
性
と
し
て
存
在
し
な
い
｡
非
空
で
あ
り
非
性
で
あ
っ
て
こ
そ
､
性
か
し
っ
か
り
と
存
在
す
る
の

で
あ
る
｡
…
万
物
の
外
で
自
在
自
足
し
､
緑
茂
る
山
中
で
､
石
を
掃
き
､
水
を
酌
み
､
精
神
を
清
め
､
淡
泊
純
粋
な
本
性
に
戻
る
｡
こ
う

すれば､正に春花の芽生えが恵みの雨に力を与えられるが如く､性と悟りが二度と分離することがない｡笥｢拘引
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も
っ
て
学
ぶ
者
を
迷
い
の
道
か
ら
正
道
に
も
ど
さ
せ
､
(
↓
集
の
一
指
は
詩
で
あ
り
)

三
造
を
も
っ
て
学
ぶ
者
に
詩
の
要
諦
を
教
え
､
十

科
を
も
っ
て
詩
に
お
い
て
武
器
と
な
る
も
の
の
区
別
を
教
え
､
四
則
は
条
理
備
っ
た
規
律
で
あ
っ
て
､
実
作
を
導
き
､
二
十
四
品
は
詩
の

制
作
の
様
々
な
道
を
全
て
包
摂
し
て
､
地
図
を
見
る
よ
う
に
明
ら
か
で
あ
る
｡
詩
は
悉
く
似
る
必
要
は
な
く
､
似
て
い
る
よ
う
で
も
必
ず

し
も
似
て
は
い
な
い
が
､
そ
れ
で
も
あ
る
も
の
は
優
れ
た
作
品
と
な
る
｡
真
人

-

超
越
し
て
悟
っ
た
人
の
み
詩
の
真
を
知
り
､
詩
の

真
を
知
っ
て
か
ら
一
指
の
非
真
を
知
る
｡
し
か
し
､
非
真
の
真
は
一
指
に
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

こ
こ
で
は
か
な
り
の
字
数
を
費
や
し
｢
悟
性
｣

の

｢
非
空
非
性
｣
と
い
う
境
地
及
び
そ
こ
に
到
達
す
る
方
法
が
語
ら
れ
て
い
る
｡
そ
し

て
つ
い
に
｢
性
と
悟
と
は
二
度
と
分
離
し
な
い
｣
と
い
う
境
地
に
達
す
る
と
述
べ
た
直
後
に
｢
集
之
一
指
｣

の
論
が
出
て
く
る
｡
し
か

し
､
そ
の
表
現
に
お
い
て
は
虞
集
本
と
そ
れ
以
外
の
版
本
と
は
大
き
な
違
い
＼
が
あ
る
｡
前
者
の
場
合
は
｢
集
之
一
指
､
詩
壇
｣
と
な
っ
て

い
る
｡
つ
ま
り
｢
集
之
一
指
｣
は
詩
で
あ
る
と
い
う
｡
も
し
｢
一
指
｣
が
虞
集
本
を
指
す
と
す
れ
ば
､
そ
れ
は
詩
法
､
詩
評
で
は
あ
る

が
､
詩
そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
｡
ま
た
､
性
と
悟
と
は
分
離
し
な
い
と
い
う
論
が
終
わ
っ
た
直
後
に
｢
集
之
一

指
､
詩
也
｣
が
出
て
く
る
の
は
文
版
的
に
も
繋
が
ら
な
い
｡
よ
っ
て
､
虞
集
本
の
｢
集
之
一
指
､
詩
也
｣
は
誤
植
と
判
断
し
た
い
｡
一
方

朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
及
び
他
の
版
本
に
は
｢
集
之
一
指
､
所
以
返
学
者
之
迷
途
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
は
｢
集
之
一
指
｣
を
も
っ
て
学
者
を
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間
違
っ
た
道
か
ら
帰
さ
せ
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
､
文
脹
的
に
も
一
貫
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
従
え
ば
｢
一

指
｣
を
｢
一
瞬
の
う
ち
に
悟
ら
せ
る
｣
と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
｡

懐
悦
は
｢
書
詩
家
一
指
後
｣
の
中
で
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
｡

｢
禅
家
に
は
一
指
の
伝
え
が
あ
る
が
､
指
に
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
く
､
心
に
迷
い
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
､
フ
｡

詩
家
に
も
一
指
の
喩
え
が
あ
る
が
､
詩
法
の
伝
え
る
と
こ
ろ
は
正
宗
を
元
と
し
､
心
の
修
養
に
つ
と
め
る
こ
と
を
貴
ぶ
の
で
あ
る
｡
｣
雇

五
参
照
)

『
一
指
』
に
温
く
感
銘
を
受
け
､
そ
れ
を
編
集
し
出
版
し
た
懐
悦
も
｢
一
指
｣
と
い
､
三
口
実
を
禅
宗
の
悟
り
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
そ
し
て
｢
一
指
｣
を
｢
悟
ら
せ
る
｣
つ
ま
り
真
実
､
真
諦
を
分
か
ら
せ
る
と
い
う
意
味
で
理
解
し
て

こ
そ
初
め
て
､
｢
集
之
一
指
｣
の
後
の
｢
真
｣
と
｢
非
真
｣
を
説
く
文
章
の
意
味
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
｡
即
ち
真
人
に
し

て初めて詩の真を知り､詩の真を知った上で､｢一指｣の｢非真｣-明示されたものとしての有限性を知るが､｢非

真
｣
の
真

-

有
限
性
の
真
実
性
も
ま
た
｢
一
指
｣
に
備
わ
っ
て
い
る
と
う
意
味
で
あ
ろ
う
｡

五
-
三

｢
集
｣

-

｢
詩
法
論
集
｣

上
文
の
よ
う
に
｢
一
指
｣
を
書
名
と
し
て
だ
け
で
な
く
｢
真
諦
を
悟
ら
せ
る
｣
と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
と
す
れ
ば
､
果
し
て
虞
集
が

自
分
の
作
品
を
こ
こ
ま
で
称
賛
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
｡
｢
集
｣
を
｢
虞
集
｣
と
し
て
解
釈
す
る
必
然
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
｡
そ

こ
で
筆
者
は
｢
集
｣
を
｢
詩
法
論
集
｣
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
｡
由
圭
で
は
狭
義
の
『
詩
家
一
指
』
の
編
集
者
を
｢
二
十

四
品
｣
等
の
著
者
と
区
別
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
既
に
論
じ
た
が
､
こ
こ
で
は
｢
集
之
⊥
指
｣
の
あ
と
に
｢
三
造
｣
｢
十
科
｣
｢
四
則
｣

｢
二
十
讐
巴
そ
れ
ぞ
れ
の
効
用
を
説
明
す
る
の
だ
か
ら
､
｢
集
｣
は
そ
れ
ら
形
式
､
内
容
と
も
様
々
に
異
な
る
文
章
の
集
ま
り
を
指
す
と

(16)

理
解
し
た
い
｡

も
し
も
｢
詩
法
論
集
｣
の
説
が
成
立
す
れ
ば
､
仮
に
虞
集
本
が
本
物
で
あ
る
と
し
て
も
虞
集
は
編
集
者
で
あ
り
､
彼
の
作
と
い
え
る
部
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分
は
｢
三
造
｣
｢
道
統
｣
(
他
の
版
本
の
総
論
と
｢
外
篇
｣
部
分
)
及
び
他
の
ど
の
版
本
に
も
存
在
し
な
い
｢
詩
過
｣
で
あ
る
が
､
『
二
十

四
品
』
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
｡
よ
っ
て
､
虞
集
が
『
二
十
四
品
』

の
著
者
で
あ
る
説
は
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡

最
後
に
一
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
｡
張
氏
は
｢
一
指
｣
を
書
名
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
が
､
『
虞
侍
書
詩
法
』
ま
た
は
『
新
編
名
賢
詩

法
』
に
基
づ
い
て
論
を
立
て
る
以
上
､
『
一
指
』
と
言
う
書
名
は
ど
こ
か
ら
も
出
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

六

結論

以
上
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
と
『
木
天
禁
語
』
に
基
づ
き
､
『
学
苑
』

の
『
一
指
』
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
『
二
十
四
品
』

に
対
す
る
懐
悦
著
者
説
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡
ま
た
｢
捜
論
｣
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
狭
義
の
『
詩
家
一
指
』
は

｢
詩
法
論
集
｣
で
あ
る
と
推
測
し
､
そ
の
編
集
者
及
び
編
集
さ
れ
た
時
代
が
元
代
､
収
録
さ
れ
た
も
の
は
元
代
以
前
の
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
結
論
に
至
っ
た
｡
更
に
｢
集
之
一
指
｣
を
禅
宗
思
想
に
基
づ
い
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
虞
集
著
者
説
に
疑
問
を
呈
し
た
｡
『
二

十
四
品
』
或
は
『
二
十
四
詩
品
』

の
著
者
に
つ
い
て
現
在
筆
者
は
具
体
的
な
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
.
′
､
成
書
年
代
は
元
代
以
前

で
は
な
い
の
か
と
述
べ
て
本
論
の
結
び
と
し
た
い
｡

一
覧
表

凡
例
‥

順
序
､
内
容
は
懐
悦
本
に
基
づ
く
｡

○
‥
一
致

×
‥
無

?
‥
不
祥

△
‥
異
同
有
り

…
‥
省
略

『
学
苑
』
は
『
一
指
』

か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
部
分
の
み
記
す
る
｡
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本
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成
本

史
潜
本
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詩
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×史潜
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五
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～
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六

〓
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八
九
′
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序
政
等

貌
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｢
詩
家
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序
｣

早
春
年
｢
詩
家
一
指

序
｣
懐
悦
｢
書
詩
家

一
指
後
｣

早
春
年
政

楊成

｢
重
刊
詩
法

序｣

目録詩
法
諸
図

新
篇
名
賢

詩
法
凡
例

十

理気情神趣意科

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

下巻虞
侍
書
詩
法

三
造
‥
一
観

二学

三作000000輿

作苑命
意
一
缶
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力境物事
四則

句字法格

二
十
四
品
中
篇
秘
本
室

題注雄
揮
杜
子
美

沖
淡
孟
浩
然

繊
穣
王
妊

沈
著
杜
子
芙

高古典
雅
掲
星
碩

洗
錬
茫
徳
機

動
健
杜
子
美

締
麗
讐
昂

自
然
孟
浩
然

含蓄豪放

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

000000000000
杜
少
陵

沖
淡
孟
浩
然

0000
誓
石

00
杜
少
陵

○
松
雪
翁

00
孟
郊

○

000000000000中
淡
孟
浩
然

00
杜
少
陵

○
杜
少
陵

000
杜
少
陵

○
超
雪
松

00
孟
郊

○

理000000格律二
十
四
品

0 0 自 給勤洗典○ 沈繊平雄 ×

然麗健錬雅 著積淡渾
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精神績密疎野暁
達
古
選

清
奇
苑
徳
機

委
曲
白
楽
天

葦境悲慨形容超詣諷逸流動外
篇
四
段

三
造
三
段

詩代品
類
之
目

普
代
名
公
雅
論

苑
鷹
奉
云

詩
有
十
美
虞
待
制
云

訣日詩
有
十
病
掲
應
奉
蕗
妄

0 0 0 0 0 0 0 0 × 0 0 × 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○震00×00000馬 × 虞0 0 △ ○ × × × ○ 昧 0 0
監 待 品 達

琴 型 類 墓
石 石

○震○疎埜×0000000噴
達
古
選

○普
説
外
篇
還

×○××(
見
巻
三
)

○××××××××00瞭達○△
道
統

詩遇××××××××
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楊馬李
編監元

値察仲
+▲ ---一一

-■■■........▲

石 石 石
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木
天
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篇
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江
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泥
棒
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篇法十
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字
血
泳
格

二
字
貫
穿
格

三
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数
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連
叙
格
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中
断
格

鈎
鎖
連
環
格

順
流
而
下
格

讐
拗
格
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地
格

内
剥
格
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× ×｢× ○李掲
御 鷹

史奉
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× × ×
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先
生
金
陵
詩
講

暇
首
典
子
至
誠
談
詩

王
近
仁
輿
友

人
論
作
詩
帖

×000000数
字
連
序

三
字
棟
梁

0 0 0 × ○

詩
法
巻
之
一

木
天
禁
語
内
篇

清
江
苑
徳
機

○言
律
詩
篇
法

○△
三
字
棟
梁
在
内

000順
流
直
下

000

‥
.
木
天
集
語
内
篇

苑
徳
機
述
江

左
第
一
詩
法

後△ 内順●三外隻鈎一二 × ○

散 剥流字剥拗鎖字字
直棟僅饅連血貫
下梁 環腺穿

○

楷
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後前外
散散剥
格格格

五
言
長
篇
古
詩
之
法

七
言
長
篇
古
風
之
法

五
言
短
古
篇
法

七
言
短
古
篇
法

楽
府
篇
法

句法上上上
席 四 三

下 下 下
呼三 四

0 0 0 × × 問 0 0 0 0 0 × × × × × × × × × 0 0 0

答
○

000順
流
而
下

×｢×××××××00〇七
言
短
篇
古
法

楽
府
篇
法

句法問答普封000

〇
･

〇〇
二
字
貫
穿
在
内

×××××××××五
言
長
古
篇
法

七
言
長
古
篇
法

000同左同左同左000

×××雉
詠
八
体

詠
物
体

詠
題
古
跡
体

送
贈
体

寄
友
体

謁
見
体

弔
挽
体

酬
謝
体

00000同左同左同左000

△△△○△
楽
府

△
同
左

同左同左000
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上
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下
應

行
雲
流
水

顛
倒
錯
貯

語
例
理
順

議
論
句

南
句
成
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句

字法一
副
普

音節凡例起句結句家数気象

絶
句
篇
法

首
句
起

次
句
起

第
三
句
起

扇封開封順去
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× 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 △ 0 0 × 0 0 0 0 0

00顧
倒
錯
乱

00直
書
句

00000000000000間封○蔵詠

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0つ × 0 0 × 0 0 0 0 0
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詠 封

00顛
倒
錯
乱

○△直
出
句
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象
…
己
上
並
嘉
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借蔵
喩 詠

厳
鎗
浪
先
生
詩
法

詩饅以
人
論
家
数

倦
製
名
目

用韻総論

× × × × × × × × 0 0 0 0 0 0 × × × × 0 0 × ×
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云
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云
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云
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句
井
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先
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評
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換
法
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0 0 0､同
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× × × × × × × × × × × × × × × ×
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詩
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王
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作
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語
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仲
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詩
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経
進
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披
文
集
事
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六
十
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の
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に
次
の
論
述
が
あ
る
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唐
未
司
空
囲
埼
嘔
兵
乱
之
間
､
而
詩
文
高

雅
､
猶
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承
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之
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風
｡
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､
梅
止
於
酸
､
塵
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鍼
､
･
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､
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在
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∵
蓋
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之
有
得
於
文

字
之
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者
二
十
四
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､
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当
時
不
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妙
､
予
三
復
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言
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悲
之
｡

『
二
十
四
詩
品
』
を
司
空
図
と
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び
付
け
て
語
る
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は
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ど
上
の
論
述
､
特
に
下
線
部
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の
｢
文
字
で
表
わ
し
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二
十
四
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を
自
ら
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｣

と
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う
論
述
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拠
に
し
て
き
た
が
､
陳
氏
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氏
は
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が
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っ
た
｢
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刊
抑
制
｣
と
は
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二
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の
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と
で
は
な
く
､
ノ
『
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生

論
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書
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の
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で
司
空
図
が
自
ら
挙
げ
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で
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介
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史
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仲
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仕
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史
梁
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仕
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､
而
不
知
世
之
功
名
富
貴
為
何
事
也
｡
一
日
嘉
禾
懐
氏
用
和
､
競
鉄
松
者
､
以
書
抵

余
､
自
言
近
得
詩
法
一
編
､
乃
盛
唐
諸
賢
之
作
､
揮
其
精
粋
､
訂
為
詩
格
､
名
之
日
詩
家
一
指
｡
欲
繍
諸
梓
､
以
便
四
方
学
者
乞
文
以
弁
其

首
｡
余
惟
､
詩
自
虞
延
慶
歌
､
葉
三
百
篇
之
権
輿
也
｡
下
達
漠
唐
､
則
五
言
､
七
言
､
古
風
､
排
律
､
長
短
､
歌
什
､
1
春
容
浩
幹
､
胎
衆
人

口
｡
諸
家
之
体
､
可
謂
備
失
｡
今
鉄
松
懐
均
好
之
噂
之
而
能
楽
之
､
如
五
穀
之
美
､
蓋
有
得
於
詩
之
一
指
者
欺
｡
夫
一
指
者
､
二
貫
之
唯
､
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而
復
以
告
門
人
之
忠
恕
者
也
｡
其
賢
乎
哉
､
後
之
来
者
尚
普
有
感
於
鉄
松
之
用
意
云
｡

成
化
二
年
龍
集
丙
成
八
月
上
幹
資
善
大
夫
南
京
吏
部
尚
書
致
仕
青
山
貌
贋
序
｡

(
4
)

清
康
照
二
凶
年
(
一
六
八
五
)
序
刊
｢
嘉
輿
県
志
｣
に
よ
り
､
｢
懐
悦
､
永
楽
通
判
｣
(
六
･
町
肇
､
｢
著
作
『
鉄
松
集
』
｣
(
九
･
書
籍
)
｡

(
5
)

懐
悦
｢
書
詩
家
一
指
後
｣

(
朝
鮮
本
『
詩
家
一
指
』
よ
り
)

禅
家
有
一
指
之
侍
､
非
取
義
於
指
也
､
蓋
以
明
夫
心
之
無
二
也
｡
詩
家
有
一
指
之
喩
､
亦
以
詩
法
之
侍
本
乎
正
宗
而
貴
乎
心
法
之
好
也
｡
善

哉
喩
乎
｡
余
生
酷
好
吟
詠
､
然
学
而
未
能
｡
江
湖
間
毎
週
善
詩
者
､
靴
叩
其
心
法
､
拳
不
可
得
｡
一
旦
偶
獲
是
編
､
其
法
以
唐
律
之
精
粋
者

宋
其
関
鍵
以
立
則
蔦
｡
若
日
饗
拗
､
草
地
､
内
剥
｣

外
剥
､
鈎
錆
連
環
､
一
字
貫
穿
之
類
､
深
有
得
乎
詩
櫓
之
体
､
足
可
為
学
吟
者
之
矩

劇
｡
自
是
日
閲
数
四
梢
覚
有
進
｡
今
不
敢
匿
､
命
工
繍
梓
､
輿
四
方
学
者
共
之
｡
庶
亦
吟
社
中
之
一
助
耳
り
有
志
於
学
者
幸
母
忽
焉
｡

成
化
二
年
歳
次
丙
成
九
月
既
望
嘉
禾
懐
氏
謹
識
｡

(
清
院
元
文
選
楼
刻
『
天
一
閣
書
目
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
下
線
部
分
)

(
6
)

｢
養
安
院
蔵
書
｣
‥
｢
…
そ
の
印
は
主
と
し
て
初
代
正
琳
の
蔵
書
に
対
し
て
捺
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
る
｡
…
こ
の
初
代
養
安
院
蔵
書
の
根

幹
を
形
成
す
る
も
の
は
､
言
ふ
ま
で
も
な
く
朝
鮮
本
で
あ
り
､
唐
本
も
あ
る
が
こ
れ
に
は
朝
鮮
に
侍
っ
て
ゐ
た
分
も
含
ま
れ
､
こ
れ
ら
の
書

籍
は
秀
書
或
は
字
喜
多
秀
家
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
で
､
…
医
学
書
並
び
に
そ
の
関
係
書
が
多
く
､
史
書
類
に
乏
し
い
も
の
の
や
う
で
あ

る
｡
｣

(
『
朝
鮮
学
報
』
第
一
輯
､
朝
鮮
学
会
編
集
兼
発
行
､
昭
和
二
六
年
五
月
二
〇
日
)

｢
鶉
軒
文
庫
｣
‥
｢
元
東
京
帝
国
大
学
教
授
､
医
学
者
･
土
肥
慶
蔵
(
一
八
六
六
～
一
九
三
一
)

旧
蔵
の
日
本
人
の
主
と
し
て
漢
詩
文
集
､
七
八

三
八
冊
｡
.
当
初
三
井
家
に
収
め
ら
れ
た
が
､
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
選
択
し
､
上
野
図
書
館
が
購
入
し
た
｡
未
納
の
分
は
､
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
へ
収
め
ら
れ
た
｡
｣
(
『
全
国
図
書
館
案
内
上
』
書
誌
研
究
懇
話
会
編
､
一
九
八
一
年
三
月
一
五
日
第
一
版
第
三
刷
発
行
)

(
7
)

ヂ
春
年
(
一
五
一
四
～
一
五
六
七
)
､
朝
鮮
の
文
臣
｡
字
は
彦
文
､
号
は
学
音
･
鎗
洲
､
本
貫
は
披
平
｡
吏
曹
正
郎
･
掌
憲
等
を
歴
任
し
､

一
五
五
三
年
に
大
司
憲
に
昇
進
し
､
一
五
五
五
年
に
副
提
学
､
翌
年
に
大
司
憲
を
経
て
､
一
五
五
八
年
に
は
冬
至
兼
奏
請
便
と
し
て
明
国
に

渡
っ
た
′
の
ち
､
資
憲
大
夫
と
な
っ
た
｡
音
律
一
に
オ
が
あ
っ
た
｡
(
新
丘
文
化
社
一
九
六
七
年
三
月
出
版
『
韓
国
人
名
大
事
典
』
参
照
､
吉
田

光
男
訳
)
｡

(
8
)

筆
者
は
嘉
靖
十
九
年
の
高
儒
『
百
川
書
志
』
を
見
た
こ
と
が
な
い
が
､
清
菓
循
輝
編
『
観
古
畳
書
叢
刻
』
に
あ
る
｢
百
川
書
志
巻
｣
十
八

を
調
べ
た
結
果
､
張
氏
の
引
用
と
一
敦
す
る
｡
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(
9
)

叫
般
に
朝
鮮
で
刊
行
さ
れ
た
書
物
の
特
色
に
つ
い
て
次
の
論
述
が
あ
る
｡

｢
外
国
で
印
刷
さ
れ
た
書
物
で
は
､
高
麗
本
が
最
も
よ
い
｡
…
お
よ
そ
中
国
で
印
刷
さ
れ
た
書
物
は
､
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
､
ど
れ
も
字
句

の
脱
落
や
章
数
の
不
完
全
な
者
な
ど
で
あ
っ
た
が
､
高
麗
本
に
は
つ
い
に
完
全
な
善
本
が
う
ま
れ
て
い
る
｡
[
外
国
所
刻
之
書
､
高
麗
本
最

好
｡
…
凡
中
夏
所
刻
､
向
皆
字
句
脱
落
､
章
数
不
全
者
､
而
高
麗
寛
有
完
全
善
本
｡
]
｣
陳
国
慶
『
漢
籍
版
本
入
門
』
､
沢
谷
昭
次
訳
､
研
文

出
版
社
一
九
八
四
年
初
版
第
一
刷
｡
一
九
九
二
年
初
版
第
三
刷
｡

｢
朝
鮮
に
は
善
本
が
多
い
と
称
せ
ら
れ
て
き
た
｡
朝
鮮
本
に
は
､
特
に
高
麗
や
李
朝
初
期
刊
本
に
は
､
宋
∴
冗
版
を
藍
本
と
す
る
も
の
が
多

く
､
こ
れ
が
後
世
迄
麿
襲
さ
れ
て
､
所
謂
系
統
の
よ
い
善
が
多
い
｡
｣
藤
本
幸
夫
『
朝
鮮
本
の
訂
正
に
就
い
て
』

-

『
重
修
政
和
経
史
証

類
備
用
本
草
』
を
中
心
に
し
て

-

『
朝
鮮
文
化
研
究
』
第
一
号
､
一
九
九
四
年
東
京
大
学
文
学
部
朝
鮮
文
化
研
究
室
研
究
紀
要

(10)

余
昔
見
本
朝
入
超
謙
所
著
学
苑
中
有
木
天
禁
語
之
目
､
及
恭
在
玉
堂
､
啓
購
干
燕
京
両
得
之
｡
今
為
芸
閣
提
詞
､
思
欲
磨
布
､
輿
学
詩
者

共
之
｡
白
干
上
提
調
､
大
提
学
鄭
公
士
龍
而
印
之
､
且
詩
法
源
流
亦
学
詩
之
要
法
､
故
並
附
印
焉
｡
鳴
呼
､
文
章
小
技
也
､
然
苛
不
妙
悟
則

終
不
能
入
於
堂
室
臭
｡
妙
悟
之
方
､
基
在
此
書
｡
若
其
能
悟
典
否
則
在
学
詩
者
用
力
之
如
何
而
己
､
余
何
言
哉
｡

嘉
靖
乙
卯
四
月
日
披
平
声
春
年
謹
識

(
u
)

｢
永
楽
二
年
｣

(
一
四
〇
四
)
､
即
ち
王
恵
本
が
刊
行
さ
れ
た
年
の
方
が
正
確
で
は
な
√
い
か
と
思
わ
れ
る
｡

(望

此
段
文
字
見
干
『
詩
家
一
指
』
之
｢
十
科
｣
中
第
一
科
｢
意
｣
､
由
此
可
知
､
此
処
｢
一
指
｣
即
是
『
詩
家
一
指
』
｡
据
此
可
以
断
言
､

『
一
指
』
一
書
､
至
遅
在
洪
武
二
十
二
年
以
前
就
己
有
了
｡

(13)

楊
成
『
詩
法
』
の
『
詩
法
家
数
』
と
校
刊
し
た
が
､
こ
外
部
分
が
見
付
か
っ
て
い
な
い
｡
し
か
し
､
懐
悦
『
詩
家
一
指
』
の
｢
家
数
｣
に

あ
る
｡
張
健
が
い
っ
た

『
詩
法
家
数
』
は
未
祥
で
あ
る
｡

(14)

『
学
苑
』
引
用
『
一
指
』
尚
有
両
所
､
不
見
干
『
詩
家
一
指
』
､
ノ
而
見
干
『
木
天
禁
語
』
与
『
詩
法
家
数
』
､
速
表
明
『
一
指
』
与
上
二
書

在
流
伝
過
程
中
有
交
叉
､
限
干
篇
幅
､
本
文
不
能
展
開
討
論
､
侯
男
文
専
論
｡

(
ほ
)

こ
の
八
条
は
そ
れ
ぞ
れ
楊
鹿
本
巻
一
『
木
天
禁
語
』
､
史
潜
本
下
巻
『
木
天
集
語
』

(
｢
集
｣
は
｢
禁
｣
の
誤
植
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
)

及

び
後
程
述
べ
る
朝
鮮
本
『
木
天
禁
語
』

の
中
か
ら
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
｡

(16)

｢
真
偽
耕
絵
述
｣
に
よ
れ
ば
香
港
大
学
の
陳
勝
長
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
｡

『
二
十
四
品
』
下
有
題
注
云
‥
｢
中
篇
秘
本
謂
之
蟹
思
篇
｣
､
可
知
作
者
嘗
見
一
種
内
容
与
『
二
十
四
品
』
相
同
的
『
中
篇
秘
本
』
､
名
為
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｢
蓉
思
篇
｣
､
慣
便
此
話
可
信
､
那
ゑ
『
二
十
四
品
』
仇
襲
取
他
書
而
書
､
非
『
一
指
』
作
者
所
自
作
｡

表
題
『
二
十
四
品
』

の
下
に
｢
中
篇
秘
本
で
は
こ
れ
を
畿
思
篇
と
称
す
る
｣
と
い
う
題
注
が
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
､
作
者
が
曾
て
『
二
十
四

品
』
と
同
じ
内
容
の

『
中
篇
秘
本
』
､
表
題
は
｢
馨
思
篇
｣
と
い
う
も
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
｡
も
し
こ
の
話
が
本
当
で
あ
れ
ば
､
『
二
十
四

品
』
も
別
の
と
こ
ろ
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
り
､
『
一
指
』

の
著
者
の
自
作
で
は
な
い
｡

陳
勝
長
の
指
摘
も
筆
者
の
推
測
を
裏
付
け
る
も
の
や
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡

補注

筆
者
は
一
九
九
七
年
一
′
○
月
二
七
日
本
論
文
を
完
成
し
た
後
､
『
中
国
詩
学
』
第
五
輯

(
南
京
大
学
出
版
社
､
一
九
九
七
年
七
月
)

を
入
手
し

た
｡
そ
こ
で
は
｢
『
二
十
四
詩
品
』
真
偽
問
題
討
論
｣
と
/
け
､
フ
特
集
が
組
ま
れ
､
今
回
の
論
争
に
関
す
る
新
た
な
論
文
が
多
数
発
表
さ
れ
て
い
る
｡

中
に
は
本
論
主
題
と
深
く
関
わ
る
も
の
も
あ
る
が
､
時
間
七
紙
面
の
制
約
上
今
回
は
考
察
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡
今
後
稿
を
改
め
て
細
か

く
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡


